
2022
1

不ふ

二じ

中
高
版

不
二
　
中
高
版

中　高　版

不
二
教
室

昭和27年 5 月28日第三種郵便物認可　毎月 1 回 1 日発行
令和 3 年12月25日印刷　令和 4 年 1 月 1 日発行　第71巻第 1 号　通巻第833号 昭

和
二
十
七
年
五
月
二
十
八
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　毎
月
一
回
一
日
発
行

　定
価
六
〇
〇
円

令
和
三
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

　令
和
四
年
一
月
一
日
発
行

　第
七
十
一
巻
第
一
号

　通
巻
第
八
三
三
号

第71回全日本学生書道展成績発表
お正月・元旦写経案内

２
０
２
２
　
1
月
号

公
益
財
団
法
人
　
日
本
書
道
教
育
学
会公益財団法人 日 本 書 道 教 育 学 会

会
員
番
号

段

　級

名

　前

漢
字
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
条
幅

か
な
条
幅

新
和
様

ペ

　ン



3

東と
う
し
ゅ
う
さ
い

洲
斎
寫し
ゃ
ら
く樂

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

小 久 保 嶺 石 先 生 書

漢 字 半 紙 （誌友〜五段）
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菱ひ
が
き垣

廻か
い
せ
ん船

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

小 久 保 嶺 石 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

課題は段級別です。ご注意ください。漢 字 半 紙 （四段〜初段）
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五ご
か
い
ど
う

街
道

小 久 保 嶺 石 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

漢 字 半 紙 （１級〜10級）
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秀し
ゅ
う

歌か

之の

體て
い

大た
い

略り
ゃ
く

　
　
〈
筆
者
〉
近こ

の

衛え

家い
え

煕ひ
ろ

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
・
江
戸
中
期
の
能
書
家
・
号
は
予
楽
院
）

君
こ
春ず

は
悲ひ

と
利り

や
ね
な
む
さ
ゝ
の
葉
乃の

み
山
毛も

所そ

よ
尓に

佐さ

や
久ぐ

霜し
も

夜よ

を

『
新
古
今
和
歌
集
』
616 

藤ふ
ぢ
は
ら
の
き
よ
す
け
の
あ
そ
ん

原
清
輔
朝
臣

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

提
出
用
紙
─
や
や
薄
手
の
短
冊
練
習
用
紙
。

　
　
　
　
　

 

二
つ
折
に
て
郵
送
で
き
る
も
の
。

幅 約6㎝

短
冊
に
つ
い
て

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

　

鎌
倉
末
期
頃
よ
り
和
歌
を
し

た
た
め
る
書
式
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
横
約
6
㎝
、
縦
約

36
・
5
㎝
の
大
き
さ
で
全
懐
紙

を
た
て
に
八
等
分
し
た
大
き
さ

で
す
。
短
冊
に
は
上
下
が
あ
り
、

雲
・
霞
形
は
広
い
ほ
う
が
、
濃

淡
は
濃
い
ほ
う
が
、
着
色
が
異

な
る
場
合
に
は
色
の
濃
い
ほ
う

が
上
と
い
っ
た
も
の
で
、
練
習

用
紙
な
ら
ば
、
糊
付
け
さ
れ
て

い
る
方
が
上
に
な
り
ま
す
。

書
式

　

伝
統
的
な
書
式

◯�

短
冊
の
上
部
を
1
／
3
ま
た
は
1
／
4
空
け
、
歌
を

書
き
始
め
る
。

◯�

墨
継
ぎ
は
和
歌
の
場
合
、
第
一
句
・
三
句
・
五
句
で

行
う
。

◯�

下
部
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
少

し
空
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◯�

行
間
や
、
字
粒
に
も
気
を
つ
け
、
作

品
と
し
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
書
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

自
由
に
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯�

出
品
の
際
に
は
、
必
ず
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別

出
品
券
を
表
面
左
下
に
貼
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
裏

面
に
は
不
二
教
室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

か な 半 紙 （誌友〜五段）
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朝
本ぼ

ら
け
宇
治
の
川
幾ぎ

り
多た

え
だゝ

えゝ

尓に

阿あ

ら
者ワ

れ
王わ

多た

留る

せ
ぜゝ

の
あ
しジ

ろ
木

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

川 島 史 子 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （四段〜初段）
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あ
利り　

那な

と　

尓に

は　

よ
ろ　

ら
て　

そ
つ

安 東 聖 空 書 「 梅 雪 か な 帖 」よ り

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
21
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （１級〜10級）
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課題　横額 「開 明」 石橋鯉城先生書

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをして

ください。

（用紙　画仙紙半切½）

〈解説〉

　幕末から明治への大きな時代変革を

支えた思想を表す言葉。当時の日本は

西洋の学問や政治、そして生活文化を

取りいれて新しい時代変革の気運に充

ちていました。そうした頃にこの“開

明”は一つの希望や目標ともなってい

ました。

　新年、第一回目の扁額課題は、「開

明」です。閉塞感のある時代ではあり

ますが、気持ち新たに、傳統を重んじ

未来に向かって邁進する皆さんに相応

しい課題を選びました。

　臍下丹田に重心を置き、腋を開いて

体を使って書きましょう。筆の先だけ

を見て書いていませんか。紙全体を視

界に入れて、余白、墨量に見当をつけ

ましょう。

開…�第一画で小さく点を打ちます。いき

なり筆を開いて墨を使い過ぎない

ように。「�」まで墨を持たせる

書き方を覚えましょう。門構の縦

画の対比で作品を引き締めます。

運筆では、腋の開閉を心懸けまし

ょう。起筆では少し腋をゆるめて、

脱力の状態で入ります。

明…�日偏は目偏に書いています。東晋

の細楷や唐代の楷書に見られる伝

統的な書きぶりです。こちらも縦

画が４本並びます。書き出しの縦

画は最左にあるので、「川」の字の

行書の第一画を書くが如く運筆し

ます。字の良し悪しは、縦画の書

きぶりに現れます。

　
　書初不二誌上展でも課題にヨコ作品

（扁額）の部門を設けました。併せて取

り組んでみましょう。

〈用具・用材〉

筆＝永昌大号條幅　

墨＝一味真　

紙＝和画仙

扁額の書をつくる（誌友〜初段） 　課題は段級別です。ご注意ください。
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（用紙　画仙紙半折1/2・たて68㎝×よこ35㎝）

祭
姪
文
稿

　

安
史
の
乱
（
七
五
五
）
で
戦
死
し

た
甥
の
顔が
ん

季き
め
い明

に
捧
げ
た
弔
辞
の
草

稿
。
こ
こ
で
の
仁
兄
は
季
明
と
と
も

に
戦
死
し
た
季
明
の
父
杲こ
う
け
い卿

の
こ
と

で
真
卿
の
従
兄
に
あ
た
る
。 小 久 保 嶺 石 先 生 臨

仁
兄
愛
我
俾
尓
傳
言

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

課題は段級別です。ご注意ください。漢 字 条 幅 （１級〜10級）

祭さ
い

姪て
つ

文ぶ
ん

稿こ
う　

顔が
ん
し
ん
け
い

真
卿
（
七
〇
九
〜
七
八
五
）
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〈
読
み
〉
初
空
や
そ
の
薄
色
の
三
枚
着

〈
作
者
〉 

尾お
ざ
き崎
紅こ

う
よ
う葉
（
一
八
六
七
〜
一
九
〇
三
）

〈
大
意
〉 
元
日
の
空
が
ほ
の
か
に
空
け
て
く
る
。

黄
・
紅
・
紫
と
三
色
く
ら
い
に
見
え
る
の

だ
が
、
い
ず
れ
も
薄
色
で
女
性
が
淡
色
の

着
物
を
三
枚
重
ね
着
し
て
い
る
よ
う
だ
。

〈
解
説
〉

○   

一
月
一
日
の
空
の
句
で
あ
り
、
気
持
ち
も
改
ま

り
明
る
い
印
象
に
な
る
よ
う
連
綿
は
少
な
く

「
そ
の
」だ
け
で
す
。

○ 

放
ち
書
き
で
す
が
気
脈
が
通
じ
る
よ
う
に
、
特

に「
う
す
い
ろ
能
」は
墨
量
も
少
な
く
な
る
と
こ

ろ
で
す
が
筆
圧
で
し
っ
か
り
と
、
リ
ズ
ム
よ
く

書
い
て
下
さ
い
。

○ 「
三
枚
着
」は
漢
字
で
す
が
あ
ま
り
力
ま
な
い

筆
致
で
書
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
羊
毛
筆　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
か
な
用
加
工
紙

※ 

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆

書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

八は

つ
空
や
そ
の
う
す
い
ろ
能の

三
枚
着

須
山
万
寿
先
生
書

（
用
紙 

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

か
な
条
幅
（
誌
友
〜
10
級
）

▲
墨

は
八（

）

の
能（

）

「
そ
の
」の「
の
」と「
う
す
い
ろ
」の「
う
」に
墨
色
の
変
化
が
あ
れ
ば
良
い

渇
筆

▲
墨
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永 井 香 樹 先 生 書

〈
作
者
〉 
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
〜
一
八
五

九
）
の
こ
と
ば
。

〈
大
意
〉 

目
標
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、

気
力
が
自
然
に
満
ち
溢
れ
て
く
る
。

〈
解
説
〉

○ 

「
滲
み
」・「
掠
れ
」
は
、
失
敗
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
然
で
あ
れ
ば
「
美
」
で
す
。

同
じ
含
墨
量
で
も
、
筆
圧
の
軽
重
や
運

筆
速
度
の
遅
速
の
変
化
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
ま
す
。

○ 

一
行
目
と
二
行
目
の
潤
渇
が
横
に
並
ば

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
余
白
を
す
っ
き

り
見
せ
ま
し
ょ
う
。

○ 

画
数
の
多
い
漢
字
は
、
外
側
に
は
墨
量

や
太
い
線
は
避
け
、
画
数
の
少
な
い
漢

字
は
、
太
い
線
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
三
号
羊
毛

　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
手
漉
和
画
仙

志
定
ま
れ
ば
気
盛
ん
な
り

（用紙　画仙紙半切1/2・たて68cm×よこ35cm）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

新

和

様
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

画
数
が
少
な
い
文
字
の
書
き
出
し
で
す

し
っ
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と

横
画
は

放
射
状
に

△
「
れ
」「
ば
」の

　

書
き
始
め
の

　

位
置
に
留
意

中
心
部
に
太
さ
を

最
終
画

気

△

△

位
置
に
注
意

1

2

3
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（
用
紙　

半
紙
）

大
空
に
羽は

子ね

の
白し
ろ
た
へ妙
と
ゞ
ま
れ
り

石 橋 鯉 城 先 生 書

○ 

一
行
目
と
二
行
目
の
潤
渇
が
横
に
並
ば

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
余
白
を
す
っ
き

り
見
せ
ま
し
ょ
う
。

○ 

画
数
の
多
い
漢
字
は
、
外
側
に
は
墨
量

や
太
い
線
は
避
け
、
画
数
の
少
な
い
漢

字
は
、
太
い
線
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
三
号
羊
毛

　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
手
漉
和
画
仙

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
21
ペ
ー
ジ
）

新 和 様 （１級〜10級）
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〈
用
具
〉 

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　

 （
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
材
〉
不
二
硬
筆
用
紙
３
行
書
き

上
野
公
園
内
に
あ
る
東
京
都
美
術
館
で
年
始
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
学
生
書
道
展
は

今
年
で
第
七
十
一
回
を
迎
え
た

堀
津
節
子
先
生
書

〈解　説〉 ペ 

ン
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

長
く

出
し
て

小
さ
め

下
大
き
く

あ
わ
せ
方

止
め
て

戻
る

あ
わ
せ
方

※

長
く

※
小
さ
め

長
く

一
つ
は
な
す
し
っ
か
り

　

止
め
て
入
る

長
く

止めてはらう

ハ
ネ
ず
一
画
の
よ
う
に

止
め
て

少
し
右
に

タ
テ
を
長
く

止
め
て

戻
る
※

先
端
止
め
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〈
用
具
〉 

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色
（
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
材
〉
不
二
硬
筆
用
紙
２
行
書
き

皇こ
う
き
ょ居　

國こ
く
ぎ
か
ん

技
館　

秋あ
き
は
ば
ら

葉
原

も
ん
じ
ゃ　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

小
島
鳳
洽
先
生
書

〈解　説〉 ペ 

ン
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

下
二
つ
を
つ
な
げ
る

直
線
的
に
書
い
て
引
き
締
め
る

画
の
省
略

下
へ

本
字
（
旧
字
）

筆
写
体

行
書
の
筆
順

向
か
い
合
う

軽
く
つ
な
げ
る

平
行

止

点
は
省
略
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“
一
字
書
っ
て
面
白
い
な
”
─
筆
遣
い
と
筆
字
の
表
現
─　

運
筆
の
極
意
に
迫
る

〝
何
か
こ
の
字
へ
の
想オ

モ
イ
を
込
め
て
書
こ
う
〟

（
随 

意 

課 

題
）　

段
級
に
関
わ
り
な
く
出
品
で
き
ま
す
。

評
価
は
天
と
地
に
な
り
ま
す
。

〈
漢
字
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

〈
平
が
な
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

う
（
こ
の
平
が
な
の
原
字
は「
宇
」の
草
書
形
）

宇
〈
読
み
〉
ウ
・
い
え
・
の
き

〈
意
味
〉�

の
き
。
ひ
さ
し
。
い
え
。
天
下
。
世
界
。
精
神
。
度
量
。

石 橋 鯉 城 先 生 書

（
用
紙　

半
紙
）

（
用
紙　

半
紙
）

書
道
展
高
校
部
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
一
字
書
作
品

「
宙
」（
巻
頭
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
も
、
な
か
な
か
良
い
作
品
で
し
た
。
壮
大
な

宙
（
そ
ら
）
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
課
題
の
テ
ー
マ
の
〝
何
か
こ
の
字
へ
の

想
を
こ
め
て
書
こ
う
〟
を
実
践
し
て
い
る
作
品
で
し
た
ね
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
特
選
永
昌　

墨
＝
松
鶴
齋
寿　

用
紙
＝
松
雪

※ 

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆
書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

う
… 

二
本
の
筆
を
持
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
筆
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て

筆
の
軌
跡
を
成
し
て
い
る
か
目
で
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
原
字
の
「
宇
」
か
ら

平
仮
名
の
「
う
」
に
変
じ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
「
う
」
は
縦
に
細
長
い
形
で

す
。
二
画
目
は
す
ぐ
に
払
わ
ず
、
一
度
下
方
へ
引
き
お
ろ
し
て
か
ら
左
方
へ
流

し
ま
す
。
草
書
の
「
宇
」
の
撥
ね
を
思
い
起
こ
し
て
運
筆
し
ま
し
ょ
う
。

宇
… 

千
字
文
の
冒
頭
部
の
「
天
地
玄
黄　

宇
宙
洪
荒
」
で
馴
染
み
の
あ
る
漢
字
で

す
。「
宇
宙
」
の
よ
う
に
世
界
を
表
す
ほ
か
、「
気
宇
」
の
よ
う
に
精
神
、
度

量
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
漢
字
の
こ
の
行
書
の
〝
ウ
冠
〟
に
、
何
や
ら

片
仮
名
の
「
ウ
」
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
さ
て
、
全
日
本
学
生
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日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

ペ
ン
字
で
の
10
分
間
練
習
法 

⑧
（
随
意
課
題
）

東
京
都

東と
う
き
ょ
う
に
じ
ゅ
う
さ
ん
く

京
二
十
三
区　

八は
ち
お
う
じ

王
子　

立た
ち
か
わ川

武む

さ

し

の

蔵
野　

三み
た
か鷹　

青お
う
め梅　

府ふ
ち
ゅ
う中

昭あ
き
し
ま島　

調ち
ょ
う
ふ布　

町ま
ち
だ田　

小こ

が

ね

い

金
井

小こ
だ
い
ら平　

日ひ

の野　

東ひ
が
し
む
ら
や
ま

村
山　

国こ
く
ぶ
ん
じ

分
寺

国く
に
た
ち立　

福ふ
っ
さ生　

狛こ
ま
え江　

東ひ
が
し
や
ま
と

大
和

清き
よ
せ瀬　

東ひ
が
し
く
る
め

久
留
米　

武む
さ
し
む
ら
や
ま

蔵
村
山

多た

ま摩　

稲い
な
ぎ城　

羽は
む
ら村　

あ
き
る
野の

西に
し
と
う
き
ょ
う

東
京　

瑞み
ず
ほ
ま
ち

穂
町　

日ひ

の
出で

ま
ち町

檜ひ
の
は
ら
む
ら

原
村　

奥お
く
た
ま
ま
ち

多
摩
町　

大お
お
し
ま
ま
ち

島
町

利と
し
ま
む
ら

島
村　

新に
い
じ
ま
む
ら

島
村　

神こ
う
づ
し
ま
む
ら

津
島
村

三み
や
け
む
ら

宅
村　

御み
く
ら
じ
ま
む
ら

蔵
島
村　

八は
ち
じ
ょ
う
ま
ち

丈
町

青あ
お
が
し
ま
む
ら

ヶ
島
村　

小お
が
さ
わ
ら
む
ら

笠
原
村

　

20
字
×
10
行
の
原
稿
用
紙
に
書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
10
分
以
内
で
書
け
る
よ
う
に
練

習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
10
分
書
い
て
も
、

指
や
手
首
が
疲
れ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

新

用
紙　

原
稿
用
紙
20
字
×
10
行

用
具　

ボ
ー
ル
ペ
ン　

つ
け
ペ
ン　

万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン

（
）

教　

室　

名

氏　

名

※
ど
の
段
級
の
方
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
「
月
別
出
品
券
」及
び「
バ
ー
コ
ー
ド
出

品
券
」を
添
付
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。



18

東
洲
斎
寫
樂
（
と
う
し
ゅ
う
さ
い
し
ゃ
ら
く
）

〈
大
意
〉

○ 

江
戸
時
代
中
期
、北
斎
や
歌
麿
な
ど
の
人
気
絵
師
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
。大
き
な
顔
と

小
さ
な
手
に
、キ
ッ
と
結
ん
だ
口
で
知
ら
れ
る
「
大お
お
た
に谷
鬼お
に
じ次
の
奴
や
っ
こ

江え

ど

べ

え

戸
兵
衛
」が
有
名
。

〈
解
説
〉

○ 

基
本
的
な
行
書
の
書
き
方
を
学
ぶ
。

○ 

そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
概
形
を
捉
え
、
墨
量
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
半
紙
５
字
作
品
と

し
て
仕
上
げ
よ
う
。

東
… 

左
右
の
払
い
を
倒
し
て
、
高
さ
を
出
さ
な
い
（
洲
も
斎
も
高
さ
が
あ
る
の
で
）

洲
… 

①
は
直
線
的
に
。
②
は
や
や
動
き
を
つ
け
て
、
③
は
大
き
く
動
き
を
つ
け
、
徐
々
に
時

間
を
か
け
る
。

斎
… 

左
右
の
払
い
は
体
を
使
っ
て
暢
び
や
か
に
。
下
部
は
左
か
ら
タ
テ
・
示
・
タ
テ
の
順
。

寫
… 

写
の
本
字
。

樂
…  

左
右
の
糸
車
（
幺
）
は
力
を
抜
い
て
指
法
で
。
上
部
を
小
さ
く
作
り
、
長
大
画
を
目
立

た
せ
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

漢
字
半
紙（
誌
友
〜
五
段
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
3
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙（
四
段
〜
初
段
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
4
ペ
ー
ジ
）

菱
垣
廻
船
（
ひ
が
き
か
い
せ
ん
）

〈
大
意
〉 

江
戸
時
代
に
大
阪
な
ど
の
上
方
と
江
戸
の
消
費
地
を
結
ん
だ
廻
船（
貨
物
船
）を
い
う
。

〈
解
説
〉

○ 

行
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぼ
う
。

○ 

作
品
の
ま
と
め
と
し
て
大
切
な
の
で
書
き
方
を
学
ぶ
。

菱
… 

「
く
さ
か
ん
む
り
」
を
小
さ
く
し
下
の
「
夌
」
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
。

垣
… 

「
土
へ
ん
」
を
や
や
大
き
め
に
、
旁
の
「
亘
」
の
横
画
の
間
隔
に
留
意
を
。

廻
… 

回
を
小
さ
く
し
て
、「
え
ん
に
ょ
う
」
を
広
め
に
伸
び
や
か
に
。

船
… 

「
舟
へ
ん
」
を
細
長
く
し
て
旁
を
流
れ
よ
く
仕
上
げ
た
い
も
の
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

 

課
　
　
題
　
　
解
　
　
説

初
画

太
く
短
く

腋
を

開
く

7

③
①

5

6

4

や
や
内
側
に

反
る

回
を
小
さ
く

や
や

大
き
く

下
の
二
画
を
つ
な
ぐ

②

3

長
め
に

左
か
ら

止 左
へ

流
す

軽
く
押
え
る指

法
指
法

長
大
画

は
下
を
す
ぼ
め
る

旁
は

流
れ
よ
く

「
舟
へ
ん
」を

細
長
く

草
冠
を
小
さ
く
下
の

「
夌
」と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る

「
え
ん
に
ょ
う
」を

大
き
く
伸
び
や
か
に

土
の
横
画
を
入
れ
る
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漢
字
半
紙（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
5
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙（
誌
友
〜
五
段
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
6
ペ
ー
ジ
）

「
秀
歌
之
體
大
略
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

解
説     

福
原
溪
春
先
生

君
こ
春ず

は
悲ひ

と
利り

や
ね
な
む
さ
ゝ
の
葉
乃の

み
山
毛も

所そ

よ
尓に

佐さ

や
久ぐ

霜し
も
よ夜
を

〈
読
み
〉
君き

み

来こ

ず
は
ひ
と
り
や
寝ね

な
む
笹
の
葉
の
み
山
も
そ
よ
に
さ
や
ぐ
霜し
も
よ夜
を

〈
大
意
〉 

君
が
来
な
い
な
ら
、
わ
た
し
ひ
と
り
で
寝
て
し
ま
お
う
か
。
い
や
、
そ
う
は
し
ま

い
。
笹
の
葉
が
山
全
体
を
さ
や
さ
や
と
ざ
わ
め
か
し
て
鳴
る
霜
夜
で
あ
る
の
に
。

〈
出
典
〉
新
古
今
和
歌
集　

巻
第
六　

冬
歌
616　

藤
ふ
ぢ
は
ら
の
き
よ
す
け
の
あ
そ
ん

原
清
輔
朝
臣 

〈
解
説
〉

○ 

墨
色
の
変
化
に
留
意
す
る
。

・ 

含
墨
し
た
時
は
速
め
に
運
筆
す
る
。

・ 

渇
筆
部
（「
ね
な
む
」「
み
山
毛
所
よ
尓
」）
は
、
ゆ
っ
く
り
運
筆
す
る
。

○ 

疎
密
の
変
化
に
留
意
す
る
。

・ 「
悲
と
利
や
」「
さ
ゝ
の
葉
乃
」「
佐
や
久
」は
連
綿
線
を
短
く
し
て
密
に
つ
く
る
。

○ 

変
体
仮
名
、
漢
字
の
草
書
を
理
解
し
て
か
ら
書
こ
う
。

・ 

変
体
仮
名
の
「
春
・
悲
・
所
・
佐
」
な
ど
。

・
草
書
で
は 「
君
・
葉
・
霜
・
夜
」
な
ど
。

○ 

5
ペ
ー
ジ
の
「
短
冊
の
書
式
」
を
理
解
し
て
全
体
の
構
成
を
考
え
る
。

五
街
道
（
ご
か
い
ど
う
）

〈
大
意
〉 
江
戸
時
代
、
江
戸
を
起
点
と
し
た
五
つ
の
大
き
な
街
道
。
東
海
道
・
中な
か
せ
ん
ど
う

山
道
・
日
光

街
道
・
甲
州
街
道
・
奥
州
街
道
。

〈
解
説
〉

○ 

三
文
字
を
楷
書
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○ 

鋒
先
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
り
っ
と
し
た
書
線
で
表
現
し
よ
う
。

五
… 

横
画
は
伏
仰
法
に
よ
り
、
１
画
目
は
仰
ぎ
、
３
画
目
は
平
ら
に
、
５
画
目
は
伏
せ
る
。

概
形
は
台
形
に
ま
と
め
る

街
… 

行ぎ
ょ
う
が
ま構
え
の
中
に
土
二
つ
の
構
成
。
10
・
11
画
目
の
位
置
に
注
意
。
相そ
う
じ
ょ
う
そ
う
ひ

譲
相
避
の
原
則
か

ら
、
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
書
く
。

道
… 

首
と
之し
ん
に
ょ
う繞
の
組
合
せ
。
首
の
書
き
初
め
の
位
置
に
注
意
。
中
心
よ
り
、
や
や
右
よ
り
に

首
を
書
く
。
フ
ト
コ
ロ
を
広
く
と
り
、
11
画
目
を
徐
々
に
倒
し
、
最
終
画
は
三
折
法

（
三
つ
の
部
分
）
で
伸
び
や
か
に
書
き
た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

（
ゆ
き
）

（
乃の

）

1

1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

12

2

3
4

5
6

7
8
9

10

11

含
墨

▲

含
墨

▲

「
よ
」の
点
ま
で
続
け
る

ゆ
っ
く
り
運
筆
し
墨
を
し
ぼ
り
出
す（
渇
筆
に
）

余
白
う
ね
る

密

道
の

中
心

首
の
中
心

斜
め
に
倒
す

（
三
つ
の
部
分
で

　
　
　

書
く
）

三折法

仰ぐ

平ら

伏せる

ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
譲
り
合
っ
て
書
く
（
相
譲
相
避
）

筆
写
体

で
は

　

と
書
く

12

1
2

3
4

5

（
君
）（
こ
）（
春す

）
下
げ
る
（
悲ひ

）

（
利り

）

渇
筆
に

密

1 2 （
葉
）

（
毛も

）（
所そ

）

（
尓に

） 含
墨

▲

密

（
佐さ

）

（
久く

）
（
霜
）
（
夜
）
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か
な
半
紙（
四
段
〜
初
段
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
7
ペ
ー
ジ
）

漢
字
条
幅（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
10
ペ
ー
ジ
）

朝
ぼ
ら
け　

宇
治
の
川
霧　

た
え
だ
え
に　

あ
ら
は
れ
わ
た
る　

瀬せ

ぜ々

の
網あ
じ
ろ
ぎ

代
木

〈
読
み
〉 
朝
本ぼ

ら
け
宇
治
の
川
幾ぎ

り
多た

え
だゝ

えゝ

尓に

阿あ

ら
者ワ

れ
王わ

多た

留る

せ
ぜゝ

の
あ
しジ

ろ
木

〈
大
意
〉 

ほ
の
ぼ
の
と
夜
が
明
け
る
こ
ろ
、
宇
治
川
に
た
ち
こ
め
て
い
た
川
霧
が
、
と
ぎ
れ
と

ぎ
れ
に
晴
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
み
え
て
く
る
そ
こ
こ
こ
の
川
瀬
に
か
け
た
網

代
木
で
あ
る
こ
と
よ
。

〈
出
典
〉
百
人
一
首 

64　

権ご
ん
ち
ゅ
う
な
ご
ん
さ
だ
よ
り

中
納
言
定
頼

〈
解
説
〉

○ 

二
行
目
だ
け
が
高
い
位
置
か
ら
始
ま
り
、「
宇
治
」が
と
り
わ
け
目
立
ち
ま
す
。
こ
こ
は
特

に
き
れ
い
に
書
き
た
い
箇
所
で
す
。

○ 

含
墨
は
三
行
目
の「

」で
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
上
部「

」が
か
す

れ
過
ぎ
る
と
、
作
品
が
寂
し
く
な
り
ま
す
。
ど
こ
で
ど
の
程
度
の
墨
量
が
あ
れ
ば
よ
い
の

か
を
考
え
て
、
う
ま
く
調
整
し
て
下
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
か
な
用
小
筆　

紙
＝
か
な
用
半
紙　

墨
＝
か
な
用
和
墨

仁
兄
愛
我
俾
尓
傳
言

〈
読
み
〉
仁
兄
我
を
愛
し
、
尓な

ん
じを
し
て
伝
言
せ
俾し

む

〈
大
意
〉 

優
し
い
兄
（
実
際
は
従
兄
）
顔
杲
卿
は
私
を
慈
し
み
、
尓
に
伝
言
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

〈
解
説
〉

○ 

『
祭
姪
文
稿
』
よ
り
。
原
帖
と
参
考
手
本
の
両
方
を
見
な
が
ら
臨
書
し
よ
う
。

○ 

原
帖
に
は
推
敲
の
あ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。
印
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
「
恐
」
は
こ
こ
で
は
臨

書
し
ま
せ
ん
。

○ 

指
書
で
流
れ
を
掴
ん
で
か
ら
墨
書
し
よ
う
。

仁
… 

旁
の
横
画
は
短
く
書
い
て
、
次
字
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す
る
。

兄
… 

三
画
目
の
横
画
は
戻
す
よ
う
に
し
て
直
線
で
。
最
終
画
は
一
旦
左
方
に
向
か
っ
て
か
ら

引
き
締
め
て
曲
げ
る
。

愛
… 

鋒
先
を
使
い
、
紙
か
ら
筆
が
離
れ
る
こ
と
な
く
一
筆
で
流
麗
に
書
く
。
曲
線
の
中
に
直

線
を
用
い
る
こ
と
で
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る
結
体
と
な
る
。

我
…　

  

と　
　

が
偏
旁
の
よ
う
に
な
る
筆
写
体
。
戈
法
を
長
く
。

俾
尓
… 

「
卑
」
の
１
画
目
に
あ
る
「
ノ
」
が
な
い
筆
写
体
。
最
終
画
で
左
下
方
に
流
し
、
含
墨

せ
ず
に
「
尓
」
を
小
さ
く
続
け
る
。

傳
… 

「
伝
」
の
本
字
。
こ
こ
で
は
行
書
体
で
「
専
」
の
か
た
ち
で
書
い
て
い
る
。

言
… 

２
画
目
は
長
大
画
。
他
は
短
く
。
１
行
目
の
「
我
」
よ
り
下
が
ら
な
い
よ
う
に
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
永
昌
条
幅　
　

墨
＝
和
墨　
　

紙
＝
中
国
画
仙

止
め
て
す
ぐ
に

次
画
へ

短
く
止
め
て

次
字
へ

勢
い
を
つ
け
て

反
る

懐
広
く
作
る

流
れ
よ
く

臨

※
左
は
し
に
は
、
教
室
名
・
氏
名
を
入
れ
ま
す
。

※
作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆
書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

朝

ほ（
本
）

き（
幾
）

た（
多
）

上
の
二
字
を
繰
り

返
す
踊
り
字

異
な
っ
た
書
き
方
で

宇
目
立
つ
の
で

　
　

き
れ
い
に

こ
の
空
間
に

　

向
か
っ
ては（

者
）

あ（
阿
）

踊
り
字

木

わ（
王
）た（
多
）る（
留
）

治

左から右へ

直
線
で
鋭
く

「
ノ
」
は

つ
け
な
い

筆
写
体

強
く
含
墨
は
し
な
い

ゆ
っ
く
り
運
筆
し
て

墨
を
も
た
せ
る

筆
写
体

長
大
画

１
行
目
よ
り

下
が
ら
な
い

含
墨

　
 

▲

含
墨

　

 

▲

浮
鵞

戻
す
よ
う
に

筆
写
体

に（
尓
）

長
く
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新
和
様（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
13
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
8
ペ
ー
ジ
）

大
空
に
羽は

ね子
の
白し

ろ
た
へ妙
と
ゞ
ま
れ
り

◆
2
月
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

千
葉
開
墾
地

　

四
段
〜
初
段　

伊
能
忠
敬

　

１
級
〜
10
級　

 

大
漁
節

か
な
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

 

立
別
い
な
は
の
山
能
嶺
耳
生
る
ま
つ
東
し

き
可
八
今
可
へ
利
こ
む

　

四
段
〜
初
段　

 

見
せ
ば
や
な
雄
島
の
あ
ま
の
袖
だ
に
も

ぬ
れ
に
ぞ
ぬ
れ
し
色
は
か
は
ら
ず

　

１
級
〜
10
級　

 

二
字
連
綿

扁
額

　

誌
友
〜
初
段　

未
定

漢
字
条
幅

　

１
級
〜
10
級　

 

臨
書
課
題（
祭
姪
文
稿
）

か
な
条
幅

　

誌
友
〜
10
級　

常
磐
木
や
冬
さ
れ
ま
さ
る
城
の
跡

新
和
様

　

八
段
〜
初
段　

未
定

　

１
級
〜
10
級　

 

未
定

ペ
ン

　

八
段
〜
初
段　

 

縄
文
時
代
の
貝
塚
は
国
内
に
約
二
五
〇
〇

ケ
所
以
上
と
い
わ
れ
こ
の
う
ち
約
一
二
〇

ケ
所
が
千
葉
市
内
に
集
中
し
て
い
ま
す

　

 

１
級
〜
10
級　

 

成
田
山　
　

湾
岸　
　
　

房
総

せ
つ
ぶ
ん　

リ
ゾ
ー
ト　

あ
さ
り

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※ 

二
字
連
綿
は
古
典
の
表
現
で
和
歌
の
基
本

的
な
美
を
つ
く
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

繰
り
返
し
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

あ
利り　

那な

と

尓に

は　

よ
ろ

ら
て　

そ
つ

安
東
聖
空
書「
梅
雪
か
な
帖
」よ
り

〈
作
者
〉

　

高
浜
虚
子
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
九
）

〈
大
意
〉

　
羽
根
付
き
の
羽
を
大
空
に
向
か
っ
て
高
く
突
く
。

落
花
し
て
く
る
前
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
で
、
白
く
美

し
い
羽
子
が
一
瞬
止
ま
っ
て
見
え
た
。

　
羽
だ
け
で
も
ハ
ネ
と
読
む
が
、
虚
子
は
「
羽は

ね子
」

と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
手
本
で
も
「
羽
子
」
二
字
を

中
心
に
据
え
て
存
在
感
を
出
し
て
い
る
。
羽
子
「
の
」

で
は
「
白
妙
」
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
溜
め
て

「
白
妙
」
に
続
く
。「
白
」
の
潤
筆
と
「
と
ゞ
ま
れ
り
」

の
渇
筆
で
空
間
の
遠
近
を
表
現
し
て
い
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉　

筆
＝
大
七
紫
三
羊
毫

　

墨
＝
顕
微
無
間　

半
紙
＝
手
漉
半
紙

骨
力
を
つ
け
る

大
人
し
く
入
る 

小
さ
く

渇

横
広

細
長
小

下
か
ら

受
け
て
流
す

や
や
中
央
斜
め
均

等
に
つ
な
ぐ

や
や
中
央
斜
め

均
等
に
つ
な
ぐ

細
く
大
き
く

回
し
な
が
ら
中
程
へ

あ
け
る

小
さ
め

細
長

「
よ
」
の
中
央
右
方
よ
り

真
下
で
つ
な
ぐ

強
い
連
綿

方
向
を
変
え
て

「
と
」
へ

大

中

横
広

潤

余
韻
を

持
た
せ
る

草
書
で

書
い
て
い
る

と
で
書
く

力
を
溜
め
る

1

2 3
4

女
偏
に
少

ゞ
ま
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